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フェルミ・ガンマ線宇宙望遠鏡による超新星残骸「白鳥座ループ」の観測
と放射機構の考察
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2008年に打ち上げられたフェルミ衛星による観測により、W51C、W44、IC443、W28、W49Bなど分子雲が
付随する SNRからのガンマ線が検出された（Abdo et al. 2009, 2010）。これらのエネルギースペクトルは数GeV
から数 10GeVで折れ曲がりを持つ。この起源については、SNRで加速された粒子の加速領域から分子雲までの
伝播の効果 (例えばAharonian & Atoyan 1996)をはじめ、様々な議論がなされている。ガンマ線の空間分布の予
想は理論によって異なるため、見かけのサイズが大きい SNRを研究することでスペクトルの折れ曲がりの起源に
制限を与えることができる。
「白鳥座ループ」は、年齢約 2万年と比較的年老いた超新星残骸である。サイズが約 3度で、ガンマ線観測の

角度分解能と比べても非常に大きいため、ガンマ線と他波長の放射分布との詳細な比較が可能である。本発表で
はフェルミ衛星による 2年間のガンマ観測の詳細な結果を報告し、放射機構を議論する。


